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   大洲市教育委員会 

 現地説明会資料 平成 26 年２月 23 日（日） 

 

  
 

 

調 査 名） 城山公園整備事業に伴う埋蔵文化財調査 

調査期間） 平成 26 年１月～平成 26 年２月 

調査箇所） 大洲城跡 本丸井戸曲輪（石垣Ｃ箇所） 

調査面積） 約 80 ㎡ 

調査に至る経緯） 

平成 23 年度に作成した『大洲城跡石垣保存修理計画書』をもとに、今回、石垣の破損

が大きく早期の修理が必要な本丸井戸曲輪の北西隅の石垣を「石垣Ｃ箇所」として、石

垣解体前の事前の発掘調査を行いました。調査は解体する石垣の上面部分を対象とし

て、江戸時代の遺構確認、石垣修理に向けての基礎データ収集を目的に実施しました。 

調査の概要） 

調査対象の範囲内には、江戸時代の

絵図に「御長屋
おんながや

」と「土塀
ど べ い

」が描かれてい

ることから、調査はこれらの遺構の検出

を想定してＬ字形に調査区を設定して

実施しました。 

調査の結果、調査区全域で当時の

地表面が明治時代以降に大きく削られ

ていることが分かってきました。本来の

地表面は、石垣の天端
て ん ば

石
いし

（最上端の石）

と同じ高さだったと考えられることから、

全体的に 20～40 ㎝ほどは削られたもの

と考えられます。さらに、撹乱坑
か く ら ん こ う

（明治期

以降に掘られた穴）なども多く掘削され

ており、その結果、御長屋や土塀に関係する遺構のほとんどが破壊されていることが確認

されました。 

 

 

今回の調査成果のポイント！ 
 
  

① 幅広の石垣裏込の発見 

②  

土塀 
御長屋 

井戸 
天 守 

高欄櫓 

発掘調査区 

『御城中御屋形并地割図』（江戸前期） 

（加藤家蔵） 

多聞櫓 
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★「御長屋」について 

多聞櫓や渡櫓にあたる防御施設で、有事

の際には守りの施設として、平時の際には倉

庫として利用されました。絵図に描かれた御

長屋は、幅二間半（約 4.9ｍ）と大洲城内で

はやや大型のもので、城外側には幅一間

（約２ｍ）ほどの武者走
むしゃばし り

を設けて防備に当て、

城内側の残りの部分は小部屋に仕切って武

器や食料などの軍需物資の倉庫としたもの

と考えられます。 

 

 

★調査により発見された遺構 

○御長屋の礎石下の根固め 

今回の調査で発見された御長屋に関係する唯一の遺構。礎石を固定するために

下に敷かれた栗石。 

○円形の石積遺構 

  石積内部に水を貯めたり火を焚いた痕跡などは見られず、性格丌明の遺構。出土

遺物もほとんどなく年代も丌明。 

○瓦の廃棄土坑 

  瓦とともに埋められた土のほとんどが焼土（赤褐色の粘質土）。御長屋内に存在した

遺構とは考えにくく、御長屋建築前の遺構の可能性がある。 

『御城中御屋形并地割図』  

（加藤家蔵） 

『大洲城絵図』元禄５(1692)年 

（大洲市立博物館蔵） 

『伊予大洲城図』寛延２(1749)年 

（加藤家蔵） 
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調査区遺構平面図 
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★石垣裏込と修理痕跡の発見   

石垣の裏側には裏
う ら

込
ごめ

が帯状に幅約１ｍで良好に確認されましたが、部分的に深堀りし

た溝（トレンチ）では、下層から別の裏込も見つかりました。この裏込は最大幅約４ｍもある

かなり幅広のものです。 

この幅広の裏込は石垣構築当初のものと考えられ、幅狭の裏込の方は石垣修理の際

に幅広の裏込を切り込んで新たに入れられたものと思われます。このことから、石垣の修理

が少なくとも１回は行われたことが考えられます。大洲藩の記録には宝永５年(1708)の修理

記録が確認できるのみであり、この時の修理痕跡である可能性が考えられます。 

なぜこのような幅広の裏込になったのか、今回の調査では明らかにはできませんでした

が、来年度予定されている石垣解体工事の際に解明していきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石垣の構造と構築方法 
 

飼
かい

石
いし

 

裏
うら

込
ごめ

 
根石
ね い し

 

積み石 

間
あい

石
いし

 

天端
て ん ば

石
いし

 

松の胴木 

松の杭 

調査区断面模式図（西-東方向） 
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★石垣に影響を及ぼす根の検出   

調査区内には直径約１ｍの切株が残されていまし

たが、調査を進めていくとその根が石垣を押し出して

いる状況が検出されました。また、円形石積遺構の

直上に根が伸びている状況も検出され、今回は幸い

遺構に影響はありませんでしたが、遺構内に根が侵

入して破壊されていた可能性もあります。 

この切株は、平成 11 年度に大洲城天守復元事業

に伴って伐採されたケヤキのもので、伐採当時は樹

高約 22ｍの大木でした。石垣に向かって伸びた根が、

石垣にあたって左右に湾曲して伸び、それが石垣を

圧迫している様子が分かります。根は１ｃｍあたり約 10

ｋｇの圧力をかけるとされていますので、伐採され根

の進行は止まっていましたが、そのままであったなら

ば石垣にさらなる影響を及ぼし、最悪の場合は石

垣を崩落させた可能性も考えられます。 

実際、宇和島城跡では石垣が崩落した事例があり、石垣の上面にあったクス（幹周約 2

ｍ、樹高約 15ｍ）の根が崩落の要因の一つになったと考えられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケヤキ根株の検出状況 

宇和島城の石垣崩落状況 

（宇和島市教育委員会提供） 

石垣崩落前の状況 石垣崩落後の状況 

石垣上面のクスの根株検出状況 
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